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(3) 議事要旨 

1) 関西における「本物」「ほんまもん」について 
① 関西における「本物」「ほんまもん」資源の豊富さ 

• 日本でシェイクスピアを初演したのは大阪であり、回り舞台やセリなども全て大阪で生まれた。
（河内座長） 

• 浮世絵は関西にもあり、海外でむしろ有名。（河内座長） 
• 関西には、「日本で最初」とか「世界で最初」のものが多数存在している。（河内座長） 
• 有馬の湯も世界的に地質学上類がないので、「ほんまもん」といえる。（金井委員） 
• 関西の人形の歴史や素養が、鉄腕アトムやピカチュウ、海外にはサンダーバードに発展し
た。 

• 関西ブランドと呼ぶに値する資源が多数存在する。（金井委員） 
 

② 関西の「本物」の資源に対するプレゼンテーションのあり方 

• ブランドとして通用する芸能が多数残っているにもかかわらず、マスコミはそれを喧伝しない。
（河内座長） 

• 「上方伝統芸能ナイト」は、一生に1度しか大阪に来ない可能性がある人に、とりあえず短時
間に大阪の芸能を味わってもらう取り組み。本物であり一流である。大阪城に近く、外国人

が行きやすい。従来のプレゼンテーションでは限界があり、このようなアプローチが重要。

（河内座長） 

• ブランドとしての定着にあたっては、その場所の雰囲気（ムード）が重要。（河内座長） 
• 回り舞台が起源であるターンテーブルのように、日本（関西）から出たもので逆に輸入されて
いるものが多数存在する。（河内座長） 

• これまで、特に大阪において単体の素材が分散していた。しかし、ブランドに関しては、組
み立て方が非常に重要で、素材があるというだけではブランドにならない。プレゼンテーショ

ンを重視した再構成がようやく始まってきている。（河内座長） 
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2) 「関西ブランド」の構築について 
プロモーションとエデュケーション 

• 単に、資源があるということではなくて、それを編集し直し、発信していくことが重要。（木下
委員） 

• 情報を発信して終わりではなく、必ず生活者に届け、情報を受け取った生活者が行動でき
るということ、つなぐというところにもっと注力すべき。（木下委員） 

• 地域ブランド（地ブランド）づくりというのは、日本に住む我々の幸せをつくる重要な仕事で
ある。（木下委員） 

• 「ほんまもん」は、非常に生活者に響く表現である。「ほんまもん」でプロモーションし、喚起
することによって、皆が取り組みを高めるようになり、そのうえで、商品であれば生活者が買

ってもらえるようにしていくことが重要。（木下委員） 

 

3) 地域ブランド、傘となるブランドのあり方について 
① 関西ブランドと既存の地域ブランドについて 

• 関西ブランドにおける京都の位置づけについて、既に形成されている京都のブランドを踏
襲していくのか、もしくは違うものをつくっていくのかが非常に難しい。（門上委員） 

• 「関西人が考える住みたい街」（夕刊フジ）では、芦屋、西宮が何十年もトップにあるものの、
京都は順位が高くない。しかし、関西外からみた場合、京都は住みたい街として人気がある

という、二重構造になっている。本検討では、このような二重構造に触れるべき。外からみた

関西のブランド価値を高めたうえで、京都と共に取り組んでいくことが重要である。（河内座

長） 

• 京都のブランドが強いのであれば、京都のブランドを利用させていただいて、関西ブランド
を上げる方法が何かないか。（井上委員） 

• 豊岡などの、地域内でブランドの力がアンバランスな地域をどう考えていくか。関西という傘
を立てるときに、ある部分ではすごく関西というのが生きるのだが、ある部分では生きない可

能性がある。（井上委員） 

• 得意なところを伸ばすのか、それともアンバランスなほうを得意なものに寄せていくのかとい
う 2 つの方法論がある。総合力を高めていくための方法論としては 1 つではない。（木下委

員） 

• 関西ブランドが推進組織として何を目指すのかというと、関西の地域にあるから全部入れて、
上から被さらなければいけないということではない。関西ブランドにより、自分たちの地域資

源がより活きると考える地域があれば、利用して一緒にやっていけばよい。京都の人々が一

緒にやりたいと思うのであれば、一緒にやるべきだが、顧客側が混同しないようにすべき。

（木下委員） 
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② 地域ブランドの弊害について 

• 地域名をつけたらブランドになる。品質が悪くても高く売れるという、矛盾している例もある。
（金井委員） 

• コウノトリの取り組みについては、コウノトリが観光資源になることや米が売れていくということ
は、望んでいなかったと思う。取り組みに係る思いと、最終地点をどう考えていくかということ

を整理しておく必要がある。（門上委員） 

• コウノトリブランドについては、コウノトリを守るための行動に共感して買っている場合もある。
何かそこにある社会的なメッセージも含めて買っているのだと思う。（木下委員） 

• 品質の悪いブランドについては、雪印など社会的な制裁を受けたブランドがあるように、段
階を経て、市場が成熟していくのではないかと思う。（木下委員） 

• ブランドの傘とその下の個別ブランドについては、一緒に高まることで幸せになれることが重
要。（木下委員） 

• 物がよくなければ話にならないが、プラス付加価値をどう見るか、物語という考え方もあるし、
価値観もある。それは時代によっても変わっていくかもしれない。（河内座長） 

• ブランドをきちんと構築するという作業を、有馬温泉でも、しなければいけないと思っている。
（金井委員） 

• 「有馬」のように、ある程度のブランドが確立していると、つけ足しても何か由緒あるように見
える。神戸ビーフの例のように、決定的なものがあると、付随したものも本物らしく見える。

（河内座長） 

 

4) 地域の誇りと経済性について 
• 経済性を重視した「差別化」という視点は重要ではないと考える。大事なものを大事にして
作っていくというのが地域ブランドと考える。（関西広域機構） 

• 地域ブランドというのは競争ではなくて、「誇りを探すこと」だと考える。（木下委員） 
• 地域において全体を語るとき、競争という観点よりも、「自分たちのよさ」を自らが認識し、発
見していくという行動が重要である。（木下委員） 

• 自分たちが「自分たちのよさ」を信じられるか、胸を張って地域のいいものをほかの人に伝え
られるかということが重要である。そのような「思い」がなく、売るのみではいけない。（木下委

員） 

• 経済効果を別に置いたうえで、考えなければいけない。（井上委員） 
• 結果的に経済効果につながることはやぶさかではない。経済効果から入っていくことに警鐘
を鳴らしたい。観光には問題がある。お金儲けに走り、誇りを失った現場を多くみている。

（高橋委員） 

• スローフードが、「スローな生活」や「スローな旅」などと広がりを持ったように、「ほんまもん」
が広がりを持っていけばよいと思う。（高橋委員） 

• 世界に流通させずに、現地に来ないと食べられないブランドもある。多くの客に来てもらい
たいのか、世界的に有名になりたいのかは作っている人の意図がある。（関経連） 
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5) その他、今後の展開について 
• 「目標としてこの辺までは」という、見える目標を掲げて議論していかないと議論で終ってし
まうのでは。（門上委員） 

• 関西ブランドでは、「ほんまもん」、「本物」について、今あるものを大事にしたうえで、それを
生かして、新たな価値を生み出すことを想定している。「そこをいかに具体化していくか」に

ついて、わかりやすく示す必要がある。そうでなければ、関西の人々も「やろう」と乗ってこな

いのではないかと考えている。皆が「それ、いいじゃないか」と思えるような絵姿を、最終回ま

でに検討したいと考えている。（峰村計画管理課長） 

• どのようなものに付加価値を感じるのかということもアンケートで調査しているので、次回そ
の結果など示して行く予定である。（峰村計画管理課長） 


